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＜連絡事項＞
・准看護師連絡協議会入会費１０００円について、6/23（火）までに加藤S.G.Mまでお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・鎌田　隆子様～6月30日(火)介護認定調査予定。

・小向　静江様～MGチューブ交換日の為指示頂いている。6月30日(火)退院予定。
・高橋　登様～本日Ba交換日だが自排尿あればBaカテーテル抜去の指示あり。日中少量の自排尿あり、1日排尿量や腹部膨満の観察し問題あるようであれば再度指示受けする事となる。
・村山　吾朗様～深澤Dr診察し時間隔離終了となる。携帯電話の使用は来週検討する事となる。
・笹川　清様～低血糖続いている為船場Drへ診察依頼している。CT実施し肺がん所見あるが胆肝膵系には異常所見は見られず。経管栄養はラクフィアからCZ-Hⅰへ変更し、血糖測定は継続、低血糖時はフローチャートで対応するよう指示あり。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中(20時～6時)。部屋で臥床され過ごされている。他者トラブルなし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後1時間の開放観察実施。開放直後は臥床して過ごすが、しばらくしてから部屋から出てきて、他者の私物を盗ろうとする事から早めに開放観察終了としている。自傷行為や不穏さはない。
引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・袴田 将志様～時間隔離(20時～6時)となる。眼光の鋭さはないが、断続的に妄想が入り混じった独語聞かれている。隠れ飲水行動なし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
・村山　吾郎様～主治医診察にて、幻覚や妄想に左右された不穏や興奮もなく、服薬も拒否なく行えている事から、12：00時間隔離解除となる。解除後も日課淡々と行い、不穏さなし。
　　　　　　　　
＜要注目患者様情報＞
・山田 晃大様～12：32家族様付き添いにて東Ａユニット9号室へ医療保護入院となる。
バイタル異常なし。入院となった事に納得されていない発言あるが、
帰宅要求や不穏さなく対面時穏やか。ホール内の掲示物を眺めて過ごし
ている。
・飯岡　未来様～朝食は拒食。昼食はスプーンを用いて、主菜を数口摂取されている。指示の点滴施行時「やめて…」と小声で話すが、抵抗なく応じている。点滴施行中は目を見開いて天井を凝視。点滴トラブルなく経過。
・工藤　禮子様～口渇の訴え、飲水要求あり。頻回にトイレに行かれる様子があるが、排尿がないこともある。
・笹川　清様～11:00 BS50mg/dl前後であり、低血糖が持続している。本日、CT実施し、船場Drは肺癌であるとの見解示され、経過観察となる。
・飯岡　裕子様～バイタルサインの異常はない。食事は各食1/2程度摂取されている。トイレへの移動時、苦悶様表情見られており、尿にもコアグラ見られている。

・木村　格治様～各食全量摂取。拒薬なし。腹部不快感等の訴えもない。対面時も穏やか。
・木村　茂様～朝食不食。昼食数口のみ摂取。指示の点滴トラブルなく終了している。妄想発言活発だが暴言なし。対応も穏やか。類天疱瘡について家族に説明し、長男様が来院される予定。
・鎌田　隆子様～朝食・昼食共に1/2摂取されている。幻視に関連した訴えはないが、スタッフに対し、不安の訴えが多い。
・鈴木　徳美様～右踵部に水疱伴う褥瘡病変と、右大腿後部に褥瘡病変認める。ポジショニングにて除圧図る。
・清水　浩様～自室・ホール間を往復・徘徊している。帰宅要求や不調の訴えは無く、対面時も落ち着いている。

＜安ヶ平Dr診察情報＞
・藤井　崇史様～処方・指示等変更なし。
・河原木　泰志様～処方・指示等変更なし。
・和田　昌様～処方・指示等変更なし。
＜入院患者様情報＞
氏　　名：山田　晃大（やまだ　こうだい）様

　生年月日：平成1年10月3日（30）

　病　　名：自閉症スペクトラム障害の疑い　
　合併症　：　
　性　　別：男性

　主治医　：馬渡Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Aユニット

　

(経過）

　現在、本人と父親、祖母の3人で生活している。本人中学校2年時に、厳格で本人が怖がっていた祖父が脳梗塞となり寝たきりの状態となったあたりから、自室がある2階の廊下で大きな手振りで一人で話しながら過ごしていることがあった。県立高校に進学後、2・3ヶ月後に担任の教師を殴る事があった。殴った理由などについては、父親も把握しておらず何の理由もなしに殴った可能性もあるとのことであった。

　20歳で高校を卒業し、本人の希望にて宮大工に就職するも、職場の上司と喧嘩をして3日で辞めている。その後は仕事をせずに殆ど自宅に引きこもり生活している。独語や突然叫ぶことは持続していた。殆ど1階の居間で、携帯電話を弄る・テレビを見て過ごしているが昼夜逆転している状態。

　同じ空間に父親が居るだけで、苛々感が出現するのか突然近くの壁を殴り穴をあけるなどの衝動行為も見られていた。日常生活のおいても拘りがあり生活に支障をきたす状態があり、後妻との子どもに対しても、付きまとい行為や暴言、怒鳴るなどの様子や後妻に対しても粗暴行為などがあり、耐え切れなくなった後妻と、その子どもたちが家を出て行くことがあった。

　また、家族が自身の悪口を言っているのではないかと考えているのか、家族がいる隣の部屋で扉を数センチ開けた状態で、息をひそめて潜んでいることもある。家族と五戸町役場からの相談あり、本日当院を初診、鑑別診断と症状改善目的で12：32東Aユニットへ医療保護入院となる。
家族洗濯
継続指示　　　不穏時：リスペリドン内用液(0.5)１P
　　　　　　　不眠時：ルネスタ(1)１T
文字オーダー　拒薬時：経過観察
